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研究成果の概要（和文）： 

産業遺産や歴史的まちなみの保存・修景のために、建築物及び街並空間の高精細な三次元モデ
ル構築を目的として、点群データの属性（空間座標、色彩情報、反射強度）により建築要素に
分離する手法を提案し、点群データを自動処理するシステムを開発した。さらに、その点群デ
ータから CAD モデリングし、部材ライブラリをもつ建築情報モデル（BIM）を構築する一連のプ
ロセスを提示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study is to construct a high-definition three-dimensional CAD model 

to reproduce the historical town and industrial heritage by using three-dimensional laser 

scanner. We showed a method of separating architectural elements by the attributes 

(spatial coordinates, color information, reflection intensity) of the point cloud data. 

Then, the system for automatically processing point cloud data developed. In addition, 

we have converted to the CAD data from the point cloud data extracted in each construction 

element. As a result, a set of processes that produce building information model (BIM) 

from point cloud data is presented. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、三次元レーザースキャナ（以下、
LiDAR）を利用して、歴史的まちなみや産業
遺産の形状を記録する試みが始まっている。
研究代表者は、LiDAR により取得した建物の

点群データから三次元 CADモデルを作成する
こる手法を検討していた。しかしながら、そ
こには、多量の点群データを処理し、建築情
報をもつ三次元モデルを構築する方法が確
立されていなかった。特に、BIM モデルを前
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提とする場合、建築要素ごとにモデリングす
る必要があり、点群データを建築要素単位で
分離する必要があった。既往研究にもこのよ
うな点群データ処理手法は発表されていな
かった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、LiDAR によって得られる

点群データの属性情報に着目し、属性情報で
ある「三次元座標」「色情報（RGB）」「反射強
度」及び、点群の「密度」により、点群デー
タを部材及び建築構成要素別に分離する手
法を提案することである。 
さらに、CAD データへの変換時にサーフェ

ィスデータではなく、建築部材のオブジェク
トデータによる建築情報モデルの作成プロ
セスを示す。このことにより、効率的で一般
性のある（オペレーターの視覚判断にたよら
ない）三次元モデリングが可能となる。 
 

３．研究の方法 
 本研究では、三つの目標を設定し、研究

期間内にそれぞれ以下の諸点を明らかにし

た。 

(1)建造物及び街路を対象とした三次元

計測プロセスのモデル化 

 建造物及び街路空間の点群データ取得ま

での一連の計測プロセスついて、ケースス

タディを通して、対象の規模、空間構成要

素、建築材料、成果物の精度に応じた三次

元レーザースキャンによる計測プロセスを

モデル化する。ケーススタディとして、産

業遺産である熊本県荒尾市の三池炭坑跡

「万田坑」（国指定重要文化財）及び歴史的

温泉地域である熊本県八代市日奈久を対象

地区として設定する。 

(2)属性情報による点群データの分離手

法及び CAD データへの変換プロセスの提

案 

 点群データの属性情報である「三次元

座標」「色情報（RGB）」「反射強度」及び、

点群の「密度」により、点群データを部

材及び空間構成要素別に分離し、分離し

た点群データを基に CAD オブジェクトデ

ータ（ベクトルデータ）に変換するプロ

セスを提案する。「色情報（RGB）」により

部材の素材色を判断し、「反射強度」によ

り部材の材質を判断する。また、「三次元

座標」と「密度」により部材形状と空間

構成の配置を判断する。 

(3)建築部材及び空間要素のライブラリ

化による「点群—ベクトル変換モデリン

グ・システム」の開発 

 建築部材として、平面、曲面、角柱、

円柱、円錐、球、三角メッシュ等のプリ

ミティブ図形とそれを組み合わせた立体

により建築部材ライブラリを構築し、ま

ちなみ空間として、建築壁面、構造物、

植栽、道路面等の空間構成要素ライブラ

リを構築する。これらの CAD ライブラリ

と上記(2)の手法により「点群—ベクトル

変換モデリング・システム」を開発する。 

 
４．研究成果 
 点群データの属性により建築要素に分離
する手法を高度化し、点群データを自動処理
するシステムを開発した。さらに、その点群
データから CAD モデリングし、部材ライブラ
リをもつ建築情報モデル（BIM）を構築する
一連のプロセスを提示した。 
具体的には、点群データの属性である「色

情報」「反射強度」「三次元座標」のクラスタ
ー分析により、建築材料（木材、煉瓦、ガラ 
ス等）及び建築部位（柱、壁、窓等）に点群
データを分離した。特に、奥行の値によるク
ラスター分析によって、ファサードにおける
建築要素の分離を効率よく実施するプロセ
スを明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 建築要素ごとに分離された点群データ 

 

また、木造和風建築の JR 白石駅を対象に
ケーススタディを行った結果、立面の奥行き
によるクラスター分析は西洋風（煉瓦造）の
建築物の点群データを部位毎に抽出できる
だけでなく、和風（木造）建築物にも適用で
きることを検証した。提案した点群データの
処理プロセスは一般的な建物の点群データ
を対象としても適用できると考える。 
さらに、部位別に分離された点群データを

CAD 上にインポートし、点群データにソリッ
ドモデルをフィッティングすることで建築
オブジェクトを生成し、建築情報モデル
（Building Information Model)のモデリン
グ手法を提案し、点群データからベクトルデ
ータへの変換を行う一連のモデリングプロ
セスを構築した。このモデリングプロセスを
もちいて、煉瓦造の旧万田坑施設と木造の JR
白石駅の 2施設についてケーススタディを行
い、モデリングプロセスの差異を明らかにし



た。 
本研究の成果は、点群データを単なるサー

フェイスデータ作成のための参照点と考え
るのではなく、その属性情報を活用した高度
利用の可能性を示すもので、今後の建築情報
分野における研究にとって有益な成果が得
られたものと考える。 

 図 2 完成した万田坑の建築情報モデル 
  
 今後の展開として、多様なケースを扱い、
点群データの処理プロセスをまとめ、点群デ
ータから CAD データへの変換プロセスを自動
化したいと考える。 
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